

































教科書番号 クラス名 使 用 教 科 書
1 準中級 『中級へ行こう』(スリーエーネットワーク)
2 中級 Ⅰ会話 『新日本語の中級』(スリーエーネットワーク)
3 中級 Ⅰ読解 『中級から学ぶ日本語』(研究社)
4 中級 Ⅰ 『トピックによる日本語総合演習 .中級前期､中級後期』
発表 .作文 (スリーエーネットワーク)3)
5 中級 Ⅰ聴解 『日本語会話中級 Ⅰ』(TⅠJ東京日本語研究所)
6 中級ⅠⅠ読解 a 『日本社会探検』(スリーエーネットワーク)
7 中級ⅠⅠ読解 b 『中級から上級への日本語』(TheJapanTimes)
表 1に示した教科書に見られるオノマ トペを表 2に示す｡
オノマ トペの型は次のように分類した｡｢ぐん｣のような語尾が ｢ん｣の2拍












教科書番号 1 2 3 4 5 6 7 8
ぐん N(2) 4




のんびり Nリ 1 1
教科書番号 1 2 3 4 5 6 7 8
かつ Q 1
ぎゆつ Q 2
ぎょっ Q 1 1
さつ Q 1
サツ Q 1 1 1
じつ Q 1 1
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教科書番号 1 2 3 4 5 6 7 8
すつ Q 1
そつ Q 1
ぞつ Q 1 1
はつ Q 1 1
バツ Q 1
ホツ Q 2 2









ぽうつ Q(3) 1 1
うっかり Qリ 1 1
うっとり Qリ 2
おっとり Qリ 1




しっかり Qリ 1 1
すっかり Qリ 2 1 3 2
そっくり Qリ 1
たっぷり Qリ 1 1
どっしり Qリ 3
ニッコリ Qリ 2




ぴったり Qリ 1 1 2
ほっそり Qリ 1
ゆっくり Qリ 1 8 5 2 3 1
ゆったり Qリ 1 1




















ごくごく 畳語 1 1
ごたごた 畳語 1
ごちゃごちゃ 畳語 1 2
ごつごつ 畳語 1








すらすら 畳語 1 1 1
ぞくぞく 畳語 2











どんどん 畳語 4 1 1
にこにこ 畳語 1 2 1
ニコニコ 畳語 1
にやにや 畳語 1








教科書番号 1 2 3 4 5 6 7 8
はらはら 畳語 2








ぺこぺこ 畳語 2 2






















うち､ 2冊以上に収録されているものをオノマ トペ とした｡
･『擬音語擬態語使い方辞典』第 2版 阿刀田稔子･星野和子 1995 創拓社
･『擬音語 ･擬態語辞典』天沼寧編 1974 東京堂出版




























































2 きちんと N (3)と ○
2 すんなり Nリ ×
2 さっさと Q(他) ×
2 きちっと Q (3)と ＼
2 ぐっと Qと ×
2 さっと Qと ○
2 ざっと Qと ×
2 じっと Qと ○
2 すっと Qと ○
2 ずらっと Q (3)と ×
2 ちらつと Q (3)と ×
2 どっと Qと ×
2 ひょっと Qと ×
2 ほっと Qと ○
2 あっさり Q リ ×
2 うっかり Q リ ○
2 がっか り Qリ ○
2 がっくり Qリ ×
2 がっしり Qリ ×
2 がっちり Qリ ×
2 きっか り Qリ ×
2 ぎっしり Qリ ×
2 きっちり Qリ ×
2 きっぱり Qリ ×
2 くっきり Qリ ○
2 ぐっす り Qリ ×
2 げっそり Qリ ×
級
2 こっそり Qリ ○
2 さっぱり Qリ 〉く
3 しっかり Q リ ○
2 じっくり Qリ ×
3 すっかり Q リ ○
2 すっきり Qリ ×
2 たっぷ り Qリ (⊃
2 にっこり Qリ ○
2 はっきり Qリ ○
2 ばったり Qリ ×
2 びっしょり Qリ ×
2 ぴったり Qリ ○
2 めっきり Qリ ×
4 ゆっくり.と Q リ ○
2 いらいら 畳語 ○
2 うろうろ 畳語 ×
2 おどおど 畳語 ×
2 ずるずる 畳語 ×
3 そろそろ 畳語 ○
2 だぶだぶ 畳語 ×
2 ちょくちょく 畳語 ×
2 どきどき 畳語 ○
2 どんどん 畳語 ○
2 にこにこ 畳語 ○
2 のろのろ 畳語 ○
2 はらはら 畳語 ○
2 ぶかぶか 畳語 ×
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級
2 ぶつぶつ 畳語 ○
2 ふ らふ ら 畳語 ×
2 ぶ らぶ ら 畳語 ×
2 ふわふわ 畳語 ○
59
級
2 ぺこぺ こ 畳語 ○
2 ぽつぽつ 畳語 ×
2 ずらり リ (3) ×
2 ぴたり リ (3) ×
助詞の ｢と｣を必ず伴うオノマ トペの場合は､｢と｣を伴った形で示されてい
るので､それに従った｡擬音語擬態語辞典では ｢と｣を伴っていないが､一般
の国語辞典では､オノマ トペによっては ｢と｣を伴って見出し語 となっている
ものもある｡






















































である｡ 2拍のオノマ トペで2拍目が促音のもの (たとえば ｢さっ｣)などは､
辞典などの見出し語 として ｢と｣を伴っているばあいもあれば､｢と｣を伴わな






な形容詞として用いられるオノマ トペ (たとえば ｢ぶかぶか (な)｣｢ぶかぶ











































黒川伊保子 (2006)｢あなたの知 らない語感の力｣『NHK知るを楽しむ ･日本
語なるほど塾』2006年2-3月号､日本放送出版会
田守育啓 (2002)『オノマ トペ擬音 ･擬態語をたのしむ』岩波書店
田守育啓､ローレンス･スコウラップ (1999)『オノマ トペ一形態 と意味-』 く
ろしお出版
守山憲子 (2002)｢｢CVQCVリ｣型のオノマ トペ｣『長崎大学留学生センター
紀要』第10号
(留学生センター非常勤講師)
